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Interventional Radiology（以下IVR）とは、画像診
断装置の誘導下に穿刺術や血管造影の手技を応用し、よ
り精度の高い診断や、手術と同等あるいはそれ以上の効果
をもたらす低侵襲的治療をめざした放射線医学の中の専門
領域を総称する。
その内容は、経皮経血管的に行われる血管塞栓術、薬

剤動注療法、血管拡張術、血栓除去術―溶解術などの血管
内治療や、経皮非経血管的に行われる各種生検術、膿瘍
ドレナージ術、胆道ドレナージ術、胆道内、消化管内、気
管内ステント留置術などきわめて多岐にわたる。IVRとい
う名称は専門外の方々には馴染みの少ないわかりにくい名
称かも知れないが、その内容は、Image Guided
Navigation Surgeryと表現すると理解して頂き易いか
も知れない。誘導に用いられる画像は手技により異なる
が、Ｘ線透視、超音波、ＣＴ、ＭＲＩなどが使用される。
IVRは、近年の画像診断装置の進歩と手技に用いる器具
の開発により著しく進歩し、現在もなお発展を続ける領域
である。IVRは、現在の医学の中で最も研究と臨床が直結
し、その成果が治療効果の向上として実現されている研究
分野の一つである。本稿では、IVR手技の全般を概説した
後、滋賀医科大学で行われている肝腫瘍と門脈圧亢進症
に対するIVR治療につき紹介する。
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血
管
塞
栓
そ
く
せ
ん

術
は
、
腫
瘍
の
治
療
、
動
脈

瘤
、
血
管
奇
形
、
腫
瘍
、
外
傷
な
ど
に
よ

る
出
血
に
対
す
る
止
血
な
ど
の
目
的
で
行

わ
れ
る
。
外
科
的
血
管
結
紮
け
っ
さ
つ

術
に
比
べ
手

技
に
伴
な
う
侵
襲
性
は
極
め
て
低
く
、
目

的
血
管
の
選
択
、
止
血
が
よ
り
正
確
で
確

実
で
あ
る
。
血
管
塞
栓
術
の
手
技
は
血
管

造
影
と
同
様
で
、
通
常
は
大
腿
動
脈
か
ら

直
径
約
２
㎜
の
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
目

的
血
管
に
到
達
し
た
後
、
塞
栓
物
質
を
注

入
留
置
す
る
。
塞
栓
物
質
は
、
永
久
塞
栓

物
質
で
あ
る
金
属
コ
イ
ル
、
ヒ
ス
ト
ア
ク

リ
ル
、一
時
塞
栓
物
質
で
あ
る
ゼ
ル
フ
ォ
ー

ム
、
リ
ピ
オ
ド
ー
ル
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
な
ど
か
ら

目
的
に
応
じ
た
最
適
の
も
の
が
選
択
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
動
脈
瘤
の
治
療
に
は
金
属

コ
イ
ル
が
、腫
瘍
の
治
療
に
は
ゼ
ル
フ
ォ
ー

ム
、
リ
ピ
オ
ド
ー
ル
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
な
ど
の
一
時

塞
栓
物
質
が
単
独
あ
る
い
は
同
時
に
複
数

使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

ま
た
、
出
血
を
起
こ
し
て
い
る
血
管
そ

の
も
の
を
閉
塞
さ
せ
る
こ
と
な
く
止
血
を

行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
人
工
血
管

（
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
）
の
留
置
が
や
は
り

経
カ
テ
ー
テ
ル
的
に
行
わ
れ
る
（
図
１
）。

Ｂ
血
管
拡
張
術
、

血
栓
除
去
術
―
溶
解
術

血
管
拡
張
術
は
、
動
脈
硬
化
症
や
腫

瘍
の
浸
潤
な
ど
に
よ
り
狭
窄

き
ょ
う
さ
く

し
た
血
管
に

対
し
施
行
さ
れ
る
。
腸
骨
動
脈
を
含
む
四

肢
動
脈
、
腎
動
脈
病
変
な
ど
が
良
い
適
応

と
な
る
。
血
管
造
影
と
同
様
の
手
技
で
血

管
拡
張
用
の
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
を
目

的
の
狭
窄
血
管
ま
で
挿
入
し
拡
張
術
が
行

わ
れ
る
。

ま
た
、
拡
張
術
後
の
血
管
の
再
狭
窄
を

防
止
す
る
目
的
で
必
要
に
応
じ
て
金
属
ス

テ
ン
ト
の
留
置
が
追
加
さ
れ
る
。
血
栓
除

去
術
―
溶
解
術
は
、
上
腸
間
膜
動
静
脈
、

腎
動
脈
、
四
肢
動
脈
、
肺
動
脈
な
ど
の
主

要
血
管
の
血
栓
塞
栓
症
に
対
し
て
行
わ
れ

る
。
血
栓
内
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、

吸
引
血
栓
除
去
あ
る
い
は
血
栓
溶
解
剤
注

入
が
行
わ
れ
る
。

②
経
皮
非
経
血
管
的
手
技

Ａ
穿
刺
せ
ん
し

術

体
表
か
ら
は
観
察
、
触
知
不
能
な
臓

器
、
病
変
に
対
し
、
画
像
の
誘
導
下
に
穿

刺
術
が
行
わ
れ
る
。
超
音
波
画
像
が
最
も

時
間
分
解
能
に
優
れ
て
い
る
た
め
好
ん
で

用
い
ら
れ
る
が
、
超
音
波
で
は
観
察
不
能

な
領
域
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
用

い
ら
れ
る
。
近
年
で
は
、
誘
導
画
像
と
し

て
の
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
技
術
開
発
が
進
め

ら
れ
、
そ
の
役
割
は
拡
大
し
て
い
る
。
画

像
誘
導
下
の
穿
刺
術
は
、
生
検
術
、
腫
瘍

治
療
（
エ
タ
ノ
ー
ル
注
入
、
腫
瘍
焼
灼

し
ょ
う
し
ゃ
く

術

な
ど
）、
胆
道
ド
レ
ナ
ー
ジ
術
、
膿
瘍
ド

レ
ナ
ー
ジ
術
な
ど
に
応
用
さ
れ
る
。

Ｂ
胆
道
、
気
道
、
消
化
管
拡
張
術
、

ス
テ
ン
ト
留
置
術

胆
道
、
気
道
、
食
道
の
狭
窄
性
病
変

に
対
し
拡
張
術
が
行
わ
れ
る
（
図
２
）。

主
に
悪
性
病
変
に
対
し
て
は
、
バ
ル
ー
ン

拡
張
術
に
引
き
続
い
て
ス
テ
ン
ト
の
留
置

が
行
わ
れ
る
が
、
特
に
近
年
で
は
、
腫
瘍

ス
テ
ン
ト
内
進
展
を
防
ぐ
目
的
で
膜
の
つ

け
ら
れ
た
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
が
開
発
さ

れ
良
好
な
成
績
を
あ
げ
て
い
る
。
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Ｉ
Ｖ
Ｒ
概
説

図１　交通外傷による肝部下大静脈損傷に対する経皮的人工血管留置術
（A）造影CTにて肝部下大静脈損傷を認め、その背側に偽性動脈瘤が形成される（矢印）。
（B）下大静脈造影にても同様、肝部下大静脈背側に偽性動脈瘤が認められる（矢印）。
（C、D）下大静脈を閉塞させることなく止血する目的で大腿静脈からIVRの手技を用いて人工血管（Ｃ）が留置

された。留置後の下大静脈造影では、造影剤の漏出はなく止血が確認された。

図2-A 図2-B 図2-C

図２　胃部分切除後の吻合
ふんごう

部狭窄に対する金属ステント留置術
（Ａ）消化管造影検査で胃部分切除後の吻合部に腫瘍再発による狭窄が確認される。バルー

ンを用いた拡張術を施行するため狭窄部にガイドワイヤーが挿入されている（矢印）。
（Ｂ）ガイドワイヤーに沿わせてバルーンカテーテルを狭窄部に挿入した後、膨張（矢印）さ

せ狭窄部治療にあたっている。
（Ｃ）狭窄部の拡張後、再狭窄防止のために金属ステントが留置された（矢印）。

図1-D
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血
流
に
富
む
肝
腫
瘍
全
て
が
適
応
症
例
と

な
り
得
る
が
、
日
常
臨
床
で
は
原
発
性
肝

細
胞
癌
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
。
非
癌
部

の
肝
臓
が
肝
動
脈
と
門
脈
の
二
重
支
配
で

あ
る
の
に
対
し
て
肝
腫
瘍
は
肝
動
脈
の
み

の
栄
養
を
受
け
る
た
め
、
肝
動
脈
を
塞
栓

し
た
場
合
非
癌
部
肝
組
織
の
壊
死
を
招
く

こ
と
な
く
抗
腫
瘍
効
果
が
期
待
で
き
る
と

い
う
の
が
肝
動
脈
塞
栓
療
法
の
基
本
的
な

考
え
方
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
腫
瘍
の
存
在
す
る
領
域
ま

で
カ
テ
ー
テ
ル
を
す
す
め
て
担
癌
領
域
の

み
に
抗
癌
剤
と
塞
栓
物
質
を
注
入
し
、
よ

り
高
い
抗
腫
瘍
効
果
と
非
癌
部
へ
の
副
作

用
の
軽
減
を
目
指
し
た
治
療
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
（
図
４
）。
原
発
性
肝
細
胞
癌

に
対
す
る
肝
動
脈
化
学
塞
栓
療
法
の
局
所

制
御
率
は
直
達
療
法
に
は
及
ば
な
い
が
、

腫
瘍
の
大
き
さ
や
数
に
よ
る
制
限
が
な
い

た
め
適
応
範
囲
が
広
い
。
本
法
は
、
直
達

療
法
と
競
う
性
格
の
も
の
で
は
な
く
相
補

う
治
療
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
肝
動
注
化
学
療
法

血
流
に
乏
し
い
腫
瘍
な
ど
阻
血
に
よ
る

治
療
効
果
が
見
込
め
な
い
場
合
や
、
門
脈

閉
塞
症
例
な
ど
正
常
肝
組
織
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
場
合
に
は
塞
栓
術
は
行
わ

ず
、
腫
瘍
の
栄
養
血
管
に
抗
癌
剤
の
注
入

を
行
う
。
経
静
脈
性
投
与
に
比
べ
極
め
て

高
い
濃
度
の
抗
癌
剤
が
腫
瘍
に
到
達
す
る

の
で
高
い
治
療
効
果
が
得
ら
れ
る
。
肝
動

注
化
学
療
法
は
、
転
移
性
肝
癌
に
対
し
て

行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。

ま
た
、
肝
以
外
の
領
域
で
も
肺
癌
、
子

宮
癌
な
ど
に
対
し
て
同
様
の
動
注
化
学
療

法
が
行
わ
れ
良
好
な
成
績
が
得
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
長
期
間
に
わ
た
り
く
り
返
し

動
注
化
学
療
法
を
行
う
必
要
が
あ
る
症
例

に
対
し
て
は
、
動
注
用
リ
ザ
ー
バ
ー
カ
テ
ー

テ
ル
の
動
脈
内
留
置
術
が
Ｉ
Ｖ
Ｒ
の
手
技

を
用
い
て
非
手
術
的
に
行
わ
れ
る
。

肝
腫
瘍
に
対
す
る
最
も
根
治
性
の
高
い

治
療
法
は
外
科
的
切
除
で
あ
る
が
、
多
く

の
肝
腫
瘍
に
多
発
傾
向
、
再
発
傾
向
が
あ

る
た
め
そ
の
適
応
症
例
は
限
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
現
実
的
に
は
大
部
分
の
肝
腫

瘍
が
Ｉ
Ｖ
Ｒ
の
適
応
症
例
と
な
る
。
肝
腫

瘍
に
対
す
る
Ｉ
Ｖ
Ｒ
治
療
法
は
、
大
き
く

わ
け
て
、
①
腫
瘍
直
達
療
法
、
②
肝
動
脈

化
学
塞
栓
療
法
、
③
肝
動
注
化
学
療
法
に

わ
け
ら
れ
る
。

①
腫
瘍
直
達
療
法

画
像
誘
導
下
に
腫
瘍
を
直
接
穿
刺
し

マ
イ
ク
ロ
波
、
ラ
ジ
オ
波
、
レ
ー
ザ
ー

光
、
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
を
用
い
て
焼
灼
凝

固
す
る
治
療
法
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
治
療

法
で
も
腫
瘍
径
が
４
〜
５
㎝
以
下
で
腫
瘍

の
数
が
４
個
以
下
を
適
応
症
例
と
し
て
い

る
場
合
が
多
い
。
誘
導
画
像
に
は
、
超
音

波
を
用
い
る
場
合
が
多
い
が
、
滋
賀
医
科

大
学
で
は
新
し
く
開
発
さ
れ
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を

用
い
て
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
（
図
３
）。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
は
超
音
波
に
比
べ
て
視
野
が

広
く
、
ま
た
、
治
療
効
果
の
判
定
を
治
療

に
並
行
し
て
行
な
え
る
点
が
優
れ
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
本
法
を
用
い
た
腫
瘍
の

局
所
制
御
率
は
70
％
前
後
と
す
る
報
告
が

多
く
手
術
成
績
に
か
な
り
近
い
成
績
が
得

ら
れ
て
い
る
が
、
治
療
用
器
具
の
開
発
を

は
じ
め
技
術
進
歩
の
著
し
い
領
域
で
あ

り
、
近
い
将
来
に
手
術
と
同
等
の
治
療
成

績
が
得
ら
れ
手
術
に
置
き
換
わ
る
治
療
法

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

②
肝
動
脈
化
学
塞
栓
療
法

肝
腫
瘍
に
対
す
る
肝
動
脈
化
学
塞
栓

療
法
は
、
阻
血
そ
け
つ

に
よ
る
腫
瘍
壊
死
、
抗
癌

剤
の
局
所
高
濃
度
長
期
滞
留
に
よ
る
作
用

の
増
強
を
目
的
と
し
た
治
療
法
で
あ
る
。
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肝
腫
瘍
に
対
す
る

Ｉ
Ｖ
Ｒ
治
療

図4-A 図4-B 図4-C 図4-D

図４　原発性肝細胞癌に対する肝動脈化学塞栓療法
（Ａ）肝左葉内側区に強い造影効果を示す原発性肝細胞癌が認められる（矢印）。
（Ｂ）血管造影では、同腫瘍に一致して濃染像が確認される（矢印）。
（Ｃ）マイクロカテーテルを末梢まで挿入し、腫瘍が存在する区域血管のみに対し化学塞栓療法を

行っている。
（Ｄ）治療後のＸ線写真で腫瘍に塞栓物質が貯留しているのが確認される（矢印）。

図3-A 図3-B

図３ IV-MRIを誘導画像に用いたマイクロ波腫瘍焼灼術
（Ａ）マイクロ波腫瘍灼術術用のプロ－ブをIV-MRI誘導下に肝腫瘍内へ挿入する連続画像である。

点線は刺入方向を示す誘導線で、黒い線状の像はプロ－ブ（矢印）である。
（Ｂ）治療後、腫瘍は熱凝固を起こし、MRI上、高信号領域として描出されている（矢印）。
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ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
、
肝
硬
変
の
頻
度
が

高
い
我
が
国
で
は
、
門
脈
圧
亢
進
症
お
よ

び
そ
の
続
発
症
は
日
常
臨
床
で
し
ば
し
ば

遭
遇
す
る
治
療
困
難
な
厄
介
な
病
態
で
あ

る
。
静
脈
瘤
の
硬
化
療
法
は
さ
ら
に
門
脈

圧
を
上
昇
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た

一
方
、
門
脈
圧
を
低
下
さ
せ
る
門
脈
‐
大

循
環
短
絡
術
は
高
ア
ン
モ
ニ
ア
血
症
を
悪

化
さ
せ
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
単
独
最

良
の
治
療
法
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
門
脈
圧
亢
進
症
に
対
す

る
治
療
法
の
選
択
は
そ
れ
ぞ
れ
の
症
例
ご

と
に
慎
重
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
し

ば
し
ば
対
症
的
に
複
数
の
治
療
法
を
組
み

合
わ
せ
て
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
門
脈
圧
亢
進
症
に
対
す
る
代

表
的
な
Ｉ
Ｖ
Ｒ
治
療
法
で
あ
る
バ
ル
ー
ン

下
逆
行
性
経
静
脈
的
塞
栓
術
（
Ｂ
‐
Ｒ

Ｔ
Ｏ
）
と
経
皮
的
肝
内
門
脈
静
脈
短
絡

術
（
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

①
バ
ル
ー
ン
下
逆
行
性

経
静
脈
的
塞
栓
術
（
Ｂ
‐
Ｒ
Ｔ
Ｏ
）

Ｂ
‐
Ｒ
Ｔ
Ｏ
は
、
門
脈
圧
亢
進
に
伴

い
発
達
し
た
胃
腎
静
脈
短
絡
に
よ
り
形
成

さ
れ
た
胃
静
脈
瘤
の
閉
鎖
を
目
的
と
し
た

治
療
法
で
あ
る
。
大
腿
静
脈
穿
刺
後
左
腎

静
脈
経
由
で
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
を
静

脈
瘤
流
出
路
に
挿
入
し
、
バ
ル
ー
ン
閉
鎖

下
に
液
体
塞
栓
物
質
を
逆
行
性
に
静
脈

瘤
内
へ
注
入
し
硬
化
す
る
（
図
５
）。

②
経
皮
的
肝
内
門
脈

静
脈
短
絡
術
（
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）

Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
は
、
門
脈
圧
亢
進
症
に
対

し
肝
内
に
門
脈
静
脈
短
絡
路
を
非
外
科

的
に
作
成
し
門
脈
圧
低
下
を
図
る
治
療
手

技
で
あ
る
。
右
頚
静
脈
経
由
で
カ
テ
ー
テ

ル
を
右
肝
静
脈
内
に
挿
入
し
経
カ
テ
ー
テ

ル
的
に
肝
内
で
門
脈
を
穿
刺
し
た
後
、
そ

の
穿
刺
ル
ー
ト
を
バ
ル
ー
ン
で
拡
張
し
、

さ
ら
に
再
閉
鎖
を
防
ぐ
た
め
に
金
属
ス
テ

ン
ト
を
留
置
す
る
。
外
科
的
治
療
法
に
比

べ
て
経
皮
的
に
血
管
内
で
治
療
が
行
わ
れ

る
た
め
侵
襲
が
少
な
く
、
出
血
の
危
険
も

少
な
い
た
め
肝
機
能
の
低
下
し
た
患
者
に

も
比
較
的
安
全
に
施
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
図
６
）。

今回紹介できたものは、きわめて範囲の広いInterventional
Radiologyのごく一部の領域である。滋賀医科大学では
Interventional Radiologyの技術を駆使して日常臨床の中
であらゆる可能性に挑戦し疾患の治療にあたっている。ま
た、各診療科と協力して、画像診断装置の進歩と器具の開発
を基盤に新たな治療法の開発を行っている。外科、内科、放
射線科による肝腫瘍の集学的治療は、MRIを用いたマイクロ
波焼灼術を中心に進行中であり、整形外科との椎体形成術、
血管外科との大動脈内ステント留置術などが近日中に診療開
始できるよう準備進行中である。

門
脈
圧
亢
進
症
に
対
す
る

Ｉ
Ｖ
Ｒ
治
療

図6-A 図6-B 図6-C

図６　門脈圧抗進症による難治性腹水に対するＴＩＰＳ
（Ａ）頚静脈からのアプローチにて、門脈-下大静脈間に金属ステントが留置され（矢印）、肝内門脈下大静脈短絡
が形成されている。（Ｂ、Ｃ）術前多量に認められたコントロール不能の腹水（Ｂ）が術後著しく減少した（Ｃ）。

Interventional
Radiology

図5-A

図５　胃静脈瘤に対するＢ‐ＲＴＯ
バルーンカテーテル（矢印）を大腿静脈から
左腎静脈経由で胃静脈瘤の流出静脈に挿入し、
液体塞栓物質を注入している。
胃静脈瘤は、塞栓物質で充満している（矢頭）。



6SHIGA IDAI NEWS Vol.4

I N T E R V I E W

吉川隆一新学長に聞く

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
活
用
し
て

大
学
へ
の
理
解
と
支
援
を
地
域
に

広
げ
る

―
こ
の
四
月
に
学
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た

が
、
就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
や
ご
決
意
、

ま
た
学
生
、
教
職
員
に
望
ま
れ
た
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す

か
。就

任
に
際
し
て
、
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
す
べ
て

の
教
職
員
と
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
「
地
域
に
支
え
ら
れ
て
、

世
界
に
挑
戦
す
る
大
学
を
め
ざ
す
」
と
い
う

私
の
モ
ッ
ト
ー
を
伝
え
ま
し
た
。

ま
ず
地
域
の
み
な
さ
ん
に
自
分
た
ち
の
大

学
と
し
て
支
え
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
努
力
す
る
、
そ
し
て
地
域
に
密
着

し
た
運
営
に
よ
っ
て
足
腰
を
強
く
し
た
状
態

で
は
じ
め
て
世
界
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
高
度
な
研
究
や
実

績
を
、
地
域
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
地
域

か
ら
の
信
頼
を
増
す
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

そ
う
い
う
気
持
ち
を
変
わ
ら
ず
持
ち
続
け

て
、
大
学
を
運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
実
現
す
る
た

め
に
、
ま
た
県
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
か
れ
る
お
つ
も
り
で
す
か
。

滋
賀
医
科
大
学
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ

に
、「
し
ゃ
く
な
げ
会
」
と
い
う
学
生
教
育
の

た
め
に
献
体
を
申
し
出
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

の
会
が
あ
り
ま
す
。
会
員
は
現
在
約
１
４
０

０
名
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
方
た
ち
は
も
っ

と
も
強
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。こ

れ
は
ま
だ
具
体
化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
し
ゃ
く
な
げ
会
を
基
本
的
な
支
持
母
体

と
し
て
、
会
の
リ
ー
ダ
ー
や
役
員
の
方
々
と

相
談
し
な
が
ら
、
県
内
の
各
地
域
で
会
合
を

開
い
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
、
そ
こ
へ
大

学
か
ら
も
出
か
け
て
行
っ
て
、
健
康
教
室
の

よ
う
な
形
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
大
学
の
現
況
な
ど
を
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大
学
へ
の
理
解

と
支
援
を
地
域
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
毎
年
七
月
に
大
学
で
公
開

講
座
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
参
加

者
の
中
か
ら
希
望
さ
れ
る
方
を
集
め
て
、
附

属
病
院
の
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
好
評
な
ら
ば
病
院
ガ
イ
ド
の
よ
う

な
形
で
定
期
的
に
開
催
し
て
、
ど
ん
ど
ん
病

院
の
中
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ

く
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
新

し
く
生
ま
れ
て
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

知
ら
な
け
れ
ば
支
持
も
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
県
内
に
滋
賀
医
大
の
こ
と
を
知

っ
て
い
る
人
を
増
や
す
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
滋
賀
医
科
大
学
附
属
病
院
の
位
置
づ

け
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

吉川 一新学長に聞く 
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こ
と
で
、
た
と
え
ば
現
在
の
第
一
、
第
二
、

第
三
と
あ
る
内
科
を
一
つ
に
す
る
、
外
科
も

一
つ
に
ま
と
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

も
う
一
つ
は
、
再
編
を
通
じ
て
大
学
全
体

を
活
性
化
し
て
、
よ
り
高
度
な
研
究
や
教
育

が
で
き
る
大
学
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

全
体
が
世
界
的
レ
ベ
ル
の
研
究
を
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
て
、
ど
う
し

て
も
凹
凸
が
あ
り
ま
す
。
遅
れ
て
い
る
部
分

を
も
ち
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
突
出

し
て
い
る
分
野
を
ま
ず
進
め
て
い
っ
て
、
他

の
部
門
も
負
け
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
追

い
つ
い
て
い
く
と
い
う
形
に
す
る
の
が
望
ま

し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
を
さ

れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
部
門
に
集
ま
っ
て
も

ら
っ
て
、
集
約
で
き
る
よ
う
な
新
し
い
大
学

院
を
作
る
と
い
う
方
針
を
た
て
て
、
文
部
科

学
省
に
交
渉
し
て
い
ま
す
。
高
度
化
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
高
度
化
し
て
い
く
、
そ
う
い
う

方
針
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
「
独
立
行
政
法
人
化
」
に
よ
っ
て
、
滋

賀
医
科
大
学
に
は
ど
の
よ
う
な
変
革
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

「
独
立
行
政
法
人
化
」
あ
る
い
は
「
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
化
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
行
政
機
構
の
簡
素
化

と
い
う
も
の
で
す
。

昨
今
の
財
政
赤
字
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

国
の
行
政
機
構
全
体
に
行
わ
れ
て
い
く
わ
け

で
す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
れ
を
受
け
入
れ

て
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
。

一
方
、
明
治
以
来
、
国
立
大
学
が
高
等
教

育
の
育
成
と
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
き

た
事
実
は
、
国
の
公
的
な
資
金
が
高
等
教
育

の
充
実
や
高
度
な
研
究
に
不
可
欠
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
公
的
資
金

が
大
学
教
育
や
研
究
に
投
資
さ
れ
る
額
を
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
で
み
て
も
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
日

本
は
ま
だ
低
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
の
社
会
情
勢
な
ど
を
考
え
る
と
、
で
き

る
限
り
の
協
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
法
人
化
さ
れ
て

も
、
今
ま
で
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
き
た
役

割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
あ
る
程
度

の
支
援
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
果
た
し
て
い
く
べ
き
役
割
に
関
し
て
、

ぜ
ひ
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
、
法
人
化
さ
れ
た
後
も
ご
支
持
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
た
と
え
ば
民
間
の
病
院
な
ら
、
不
採
算

部
門
は
や
め
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

地
域
の
基
幹
病
院
・
教
育
病
院
と
し
て
の
役

割
を
担
う
以
上
、
不
採
算
部
門
で
あ
っ
て
も

存
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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大
学
病
院
で
す
か
ら
、
一
般
の
病
院
で
は

で
き
な
い
高
度
で
、
先
端
的
な
医
療
を
施
せ

な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
先
進
的
な
医

療
を
新
し
く
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
、
今

ま
で
治
ら
な
か
っ
た
病
気
の
治
療
が
で
き
る

と
い
っ
た
新
し
い
技
術
を
開
拓
し
て
い
く
こ

と
が
大
学
病
院
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
、
地
域
の
医
療
機
関
が
治
療
に
難

渋
し
た
時
に
い
つ
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
、
病
診
連
携
を
う
ま
く
築
き
上
げ
て
、

そ
の
中
で
地
域
医
療
の
要
の
役
を
担
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

滋
賀
県
の
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
う
ま
く

機
能
し
て
、
一
人
一
人
が
最
高
最
適
の
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
中
心

的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
の
大
学
は
社
会
と
の
連
携
と

い
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
産

官
学
連
携
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
連
携
を
推
進
す

る
た
め
に
大
学
・
大
学
院
で
は
何
か
新
し
い

取
り
組
み
・
体
制
づ
く
り
が
必
要
に
な
り
ま

す
か
。

文
部
科
学
省
の
方
針
に
沿
っ
て
、
大
学
と

し
て
も
産
官
学
連
携
推
進
委
員
会
を
学
内
に

作
っ
て
、
新
し
い
種
が
あ
れ
ば
県
内
の
産
業

界
に
お
知
ら
せ
し
て
、
い
い
種
で
あ
る
か
ど

う
か
を
み
な
さ
ん
に
評
価
し
て
も
ら
お
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
い
く
つ
か
の
方
向
性
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
、
本
学
に
は
医
化
学
、
分
子
生
物
学
、
遺

伝
子
な
ど
の
専
門
家
が
お
り
ま
す
の
で
、
そ

う
い
っ
た
技
術
を
活
か
し
て
バ
イ
オ
産
業
の

育
成
に
貢
献
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
日
本
で
こ
こ
に
し
か
な
い

Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｒ
と
い
う
医
療
機
器
と
、
周
辺
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
新
し
い
医
療
産
業
を

育
成
す
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
方
向
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
学
の
看
護
学
科
に
は
大
学
院

も
あ
り
ま
す
の
で
、
看
護
や
介
護
の
分
野
で
、

た
と
え
ば
介
護
機
器
の
開
発
な
ど
に
産
学
協

同
で
取
り
組
ん
で
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
非
常
に
大
切
な
分
野
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
り
高
度
な
研
究
・
教
育
の

実
現
に
向
け
て

講
座
・
診
療
科
の
再
編
成
に

取
り
組
む

―
昨
年
の
外
部
評
価
を
受
け
て
、
第
四
回

滋
賀
医
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ど
の
よ
う
な

提
言
や
具
体
的
な
改
革
案
が
策
定
さ
れ
た
の

で
す
か
。

一
つ
は
、
学
内
の
組
織
・
機
構
を
で
き
る

だ
け
柔
軟
性
を
も
っ
た
も
の
に
変
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

講
座
間
の
壁
を
取
り
除
い
て
大
講
座
に
し

て
、
人
の
動
き
や
配
置
が
自
由
に
行
え
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
講
座
・
診
療
科
の
再
編

成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
内
部
的
に
は
で
き

る
だ
け
組
織
を
変
え
て
、
時
代
の
流
れ
に
対

応
で
き
る
機
構
・
組
織
に
し
て
い
く
と
い
う

滋賀医科大学と附属病院（手前）
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吉川隆一新学長に聞く

も
っ
と
も
こ
れ
か
ら
は
国
立
大
学
と
い
え

ど
も
、
や
っ
て
い
る
こ
と
に
一
つ
一
つ
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
て
、
民
間
的
な
視
点
で
無
駄
を
な

く
し
合
理
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
び
民
間
か
ら
公
募
し
た
方
に
経
営

担
当
の
副
病
院
長
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
財
務
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
不
必

要
な
支
出
に
対
し
て
は
カ
ッ
ト
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
民
間
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
て
、

経
営
効
率
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
ぜ

ひ
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
病
院
と
し
て
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
の
中
に
は
採
算
が
と
れ
な
い
部
分
も

か
な
り
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
公
的
な
支

援
、
社
会
の
支
援
が
必
要
で
す
。

最
近
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
こ
と

ば
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
効
率
化
で
き
る

と
こ
ろ
は
と
こ
と
ん
や
っ
て
、
不
採
算
で
も

や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
き
ち
ん
と
説
明
し
て
、

不
採
算
で
あ
っ
て
も
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
運
営
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

優
れ
た
医
療
人
を
育
成
す
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い

新
し
い
知
識
・
技
術
の
創
造

―
研
究
分
野
お
よ
び
診
療
部
門
で
、
今
後
ど

の
よ
う
な
独
自
性
を
打
ち
出
し
て
い
か
れ
ま

す
か
。

先
程
も
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、
高
度
化

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
生
活
習
慣
病
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
新
し
い
研
究
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て

や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
ふ
う
に
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
研
究
で
は
世
界

的
な
実
績
を
誇
る
内
科
学
、
福
祉
保
健
医
学
、

薬
理
学
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
で
、
原
因

の
解
明
や
予
防
法
・
治
療
法
な
ど
を
テ
ー
マ

に
、
よ
り
高
度
な
研
究
を
展
開
し
て
い
け
る

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｍ
Ｒ
医
学
に
つ
い
て
も
、
開
発
研

究
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
て
、
新
し
い
技
術

や
周
辺
機
器
の
開
発
な
ど
、
研
究
か
ら
治
療

ま
で
、
日
本
の
Ｍ
Ｒ
医
学
の
メ
ッ
カ
と
な
る

よ
う
な
成
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
よ
り
よ
い
医
療
を
実
現
す
る
た
め
に
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
に
は
高
い
レ
ベ
ル
の
能
力
と

幅
広
い
教
養
、
豊
か
な
人
間
性
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
教
育
理
念
あ
る

い
は
目
標
を
も
っ
て
、
医
療
人
や
研
究
者
を

育
成
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

私
は
医
療
人
と
い
う
の
は
、
市
民
の
目
線

を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
一
般
的
な
常
識
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
い
倫
理
性
や
高
度
な
専
門
性
と
い
う
こ
と

に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
る
と
、
逆
に
視
野
が
狭
く

な
っ
て
「
私
の
言
う
こ
と
を
き
き
な
さ
い
」

と
い
っ
た
姿
勢
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
、
今
の
い
ろ
い
ろ
な
医
療
の
問
題
の
根
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
む
し
ろ
、
学
生
に
特
別
な
こ
と

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
一
般
市
民
の
目
線

で
、
自
分
が
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
の
立
場

に
な
れ
ば
、
ど
う
考
え
る
か
を
理
解
で
き
る
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よ
う
な
、
患
者
さ
ん
に
な
る
ほ
ど
と
納
得
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
こ
と
の
で
き
る
医
療
人

を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
研
究
者
養
成
型
の
大
学
院
大
学
を
め
ざ

す
の
か
、
良
い
臨
床
医
養
成
に
重
点
を
置
く

の
か
と
い
っ
た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
す
が
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
改
革
案
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、

こ
れ
か
ら
大
学
と
し
て
め
ざ
す
方
向
性
に
つ
い

て
、
お
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

医
科
大
学
は
医
師
や
看
護
婦
と
い
う
職
業

人
を
養
成
す
る
学
校
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
職
業
訓
練
学
校
の
よ
う
な
面
が
あ

る
わ
け
で
す
が
、
大
学
で
あ
る
か
ぎ
り
は
新

し
い
も
の
を
作
り
出
す
と
こ
ろ
で
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
た
医
療
人
の
養

成
と
い
う
こ
と
だ
け
に
終
始
し
て
い
た
ら
、

知
識
や
技
術
は
枯
渇
し
て
し
ま
い
ま
す
。
知

識
や
技
術
は
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
ま
す
か
ら
、

そ
の
知
識
や
技
術
を
生
み
出
せ
る
よ
う
な
先

生
が
教
え
な
い
と
、
ほ
ん
と
う
の
教
育
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
知
識
や
技
術
を
創
成

で
き
る
よ
う
な
教
育
機
関
で
な
い
と
、
良
い

医
療
人
を
育
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。

た
だ
、
滋
賀
県
の
医
療
レ
ベ
ル
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
、
県
内
で
働
く
医
療
人
を
養
成

す
る
と
い
う
滋
賀
医
科
大
学
の
建
学
の
趣
旨

か
ら
言
い
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
に
２
０
０
０

人
近
い
医
師
が
巣
立
ち
、
そ
の
お
よ
そ
半
数

は
県
内
で
活
躍
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
役

割
は
十
分
果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
し
、
よ
り
レ
ベ
ル

の
高
い
医
療
人
の
養
成
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、

知
識
を
再
生
産
で
き
る
大
学
で
な
い
と
い
け

な
い
の
で
、
二
つ
の
中
か
ら
ど
ち
ら
か
を
選

択
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
県
民
の
健
康
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
滋
賀

医
科
大
学
の
果
た
す
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

収
録：

平
成
13
年
6
月
18
日



就
任
に
当
た
っ
て
、
こ
の
２
年
間
枚
方
市
に
あ

る
新
香
里
病
院
の
病
院
長
と
し
て
、
外
か
ら
滋
賀

医
科
大
学
附
属
病
院
を
見
た
経
験
に
基
づ
き
、
病

院
長
就
任
の
所
感
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１．

接
遇
改
善
に
つ
い
て

「
医
療
は
患
者
さ
ん
の
た
め
に
あ
る
」
と
い
う

原
点
に
立
ち
戻
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
立
場
に
立
つ
医
療
は
、
医
療
行
為
の
ア
カ
ウ
ン

タ
ビ
リ
テ
ィ
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
カ
ル
テ
開
示
に
連
な
っ
て
行
く
も
の
と
思
い

ま
す
。

２．

先
端
医
療
の
開
発
の
推
進

最
先
端
の
医
療
を
地
域
に
提
供
す
る
と
共
に
、

新
し
い
医
療
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
は
、
国
立
大

学
病
院
と
し
て
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
責
務

で
す
。

滋
賀
医
科
大
学
の
特
長
を
生
か
し
た
特
化
し
た

分
野
で
、
基
礎
、
臨
床
、
理
工
学
や
産
業
界
の
専

門
集
団
を
結
集
し
て
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
、

そ
の
協
同
に
よ
り
世
界
に
誇
れ
る
創
造
的
な
新
技

術
を
生
み
出
す
努
力
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

３．

地
域
へ
の
働
き
か
け

①
病
診
連
携

コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
に
よ
る
「
滋
賀
医
療
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
利
用
し
て
、
病
診
連
携
の
み
な
ら

ず
、
病
病
連
携
、
訪
問
看
護
、
保
健
所
、
福
祉
施

設
、
患
者
さ
ん
と
の
間
に
双
方
向
性
の
情
報
交
換

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

②
地
域
住
民
の
健
康
教
育
な
ど

地
域
の
病
院
と
し
て
の
責
務
の
一
つ
に
、
地
域

住
民
の
健
康
保
持
へ
の
努
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
、
医
療
の
動
向
、
地
域
の
需
要
に
合
わ
せ
て
、

医
師
会
、
福
祉
保
健
機
関
、
行
政
、
産
業
界
と
の

密
接
な
連
携
が
必
要
で
す
。

③
そ
の
他

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
病
院
内
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
絵
画
な
ど
の
展
示
会
や
演
奏
会
が
企
画
さ

れ
て
、
健
康
な
人
々
も
訪
れ
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
機
能
で
き
た
ら
と
夢
見
て
い
ま
す
。

４．

医
療
事
故
の
絶
滅
・
予
防
に
つ
い
て

本
院
で
は
「
医
療
事
故
防
止
委
員
会
」
を
中
心

に
、
院
内
相
互
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
発
足
し
て
良
い

成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
リ
ス
ク
・
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
Ｑ
Ｃ
（
品
質
管
理
）
活
動
を
行

っ
て
、
急
速
に
進
歩
す
る
医
療
技
術
や
医
療
環
境

の
変
化
に
即
応
し
た
安
全
対
策
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

５．

卒
前
・
卒
後
教
育
に
つ
い
て

平
成
16
年
か
ら
卒
後
臨
床
研
修
が
必
修
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
学
病
院
の
み
な

ら
ず
、
関
連
病
院
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
を
含
む

多
様
な
研
修
施
設
を
組
み
込
ん
で
、
一
体
化
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。

６．

病
院
財
政
に
つ
い
て

独
立
法
人
化
に
向
け
て
、
医
療
収
支
の
改
善
は

急
務
の
課
題
で
す
。
職
員
一
人
一
人
が
も
っ
と
経

営
意
識
を
持
っ
て
、
収
入
の
増
加
と
経
費
の
節
減

に
励
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
部
門
別
原
価

計
算
を
行
っ
て
、
利
益
を
生
む
部
門
へ
の
資
金
の

集
中
や
人
力
の
再
配
置
を
考
慮
す
べ
き
も
の
と
考

え
ま
す
。

そ
の
他
課
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
職
員
全
員

が
智
恵
を
絞
っ
て
、
で
き
る
も
の
か
ら
解
決
す
る

努
力
を
し
な
が
ら
、「
明
る
く
活
力
の
あ
る
病
院
」

「
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
選
ば
れ
る
病
院
」
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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滋
賀
医
科
大
学
医
学
部

附
属
病
院
長
に
就
任
し
て

森田　陸司
副学長

医療担当

病院長

こ
の
度
副
学
長
の
指
名
を
受
け
、
厳
し
い
状
況

下
に
お
か
れ
て
い
る
大
学
運
営
の
一
翼
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
医
学
部
の
教
育
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、“
大
学
は
学
生
を
中
心
と
し
て
存
在
す
る
”

と
の
視
点
か
ら
、
教
育
、
研
究
、
厚
生
補
導
を
総

合
し
て
、
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
る
医
療
人
の
育
成

に
つ
い
て
、
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。

１．

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施

医
療
人
と
し
て
の
基
本
的
な
能
力
で
あ
る
知
識

と
理
解
力
、
技
能
、
態
度
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、

医
学
科
で
は
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
系
別
統
合

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
少
人
数
能
動
学
習
、
臨
床
実
習
、

ク
リ
ニ
カ
ル
・
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
、
地
域
医
療
機

関
で
の
臨
床
実
習
の
拡
充
な
ど
が
、
看
護
学
科
で

は
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
に
新
し
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
教
官
と
教

官
、
教
官
と
学
生
が
相
互
に
協
調
し
、
目
標
に
到

達
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
卒
前
教
育

と
卒
後
教
育
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、
社
会
か

ら
望
ま
れ
る
医
療
人
が
育
つ
教
育
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

２．

教
育
の
評
価
シ
ス
テ
ム

学
内
で
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
教
育

方
法
に
つ
い
て
教
官
の
理
解
を
深
め
、
卒
前
教
育

の
充
実
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
研
究

や
診
療
は
比
較
的
容
易
に
客
観
的
に
評
価
し
う
る

も
の
で
す
が
、
教
育
に
対
し
て
は
、
客
観
的
に
評

価
す
る
指
標
に
乏
し
い
の
が
現
状
で
す
。
教
育
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
よ
り
充
実
す
る
た
め
に
は
、
客
観
的

な
評
価
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３．

研
究
体
制
に
つ
い
て

研
究
に
大
学
院
生
の
占
め
る
位
置
は
大
き
く
、

本
学
で
は
大
学
院
の
充
足
率
が
高
い
こ
と
が
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
英
文
の
平
均im
p
a
ct

factor

は3.024

と
徐
々
に
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
修

了
時
に
学
位
論
文
を
提
出
で
き
る
も
の
が
約
50
％

で
す
。
大
学
院
で
の
研
究
の
中
間
点
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
の
進
展
と
問
題
点
を
整
理
し
、
内
容
を

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
るP

rog
ress

R
ep
ort

は
、
こ
れ

ら
の
問
題
点
を
解
決
す
る
上
で
重
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

国
際
競
争
力
に
勝
つ
研
究
成
果
を
上
げ
る
に
は
、

基
礎
と
臨
床
と
分
け
る
こ
と
な
く
、
共
通
の
研
究

テ
ー
マ
の
も
と
に
結
集
し
て
研
究
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

４．

学
生
厚
生
補
導
に
つ
い
て

医
療
人
と
し
て
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
基
本
で
す
が
、
人
間
関
係
を
保
つ
こ
と
が
し

ば
し
ば
困
難
で
あ
る
学
生
が
い
る
の
が
現
実
で
す
。

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
学
生
の
心

身
の
健
康
を
重
視
し
た
指
導
の
積
み
重
ね
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
な
か
で
、
目
的
意
識
を
も
っ
た

学
生
を
受
け
入
れ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

基
本
的
な
重
要
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
大
学
の
教

育
・
研
究
・
診
療
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み

を
社
会
に
公
開
し
、
本
大
学
の
目
指
す
も
の
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

当
大
学
の
一
層
の
発
展
に
は
い
ろ
い
ろ
な
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
諸
先
輩
の
実
績
の
上
に
学
内
の

英
知
を
結
集
し
、
望
ま
れ
る
医
療
人
の
育
成
を
基

本
理
念
と
し
た
大
学
作
り
に
努
力
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

滋
賀
医
科
大
学
副
学
長
に

就
任
し
て

馬場　忠雄
副学長

教育、研究及び

厚生補導担当
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細
菌
性
食
中
毒
は
、
そ
の
発
生
機
序
に

よ
っ
て
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
摂
取
さ
れ
た
菌
が
腸
内
で
増
殖
お
よ

び
そ
の
後
の
病
原
因
子
が
関
与
す
る
感
染

侵
入
型
と
、
菌
の
産
生
す
る
タ
ン
パ
ク
毒

素
の
付
着
し
た
食
品
の
摂
取
に
よ
っ
て
発

症
す
る
感
染
毒
素
型
の
２
種
類
が
あ
る
。

前
者
に
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク

タ
ー
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
下
痢
原
性
大
腸

菌
、
エ
ル
シ
ニ
ア
、
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
、
セ

レ
ウ
ス
菌
（
下
痢
型
）、
リ
ス
テ
リ
ア
菌

な
ど
が
あ
り
、
後
者
に
は
ブ
ド
ウ
球
菌
、

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
、
セ
レ
ウ
ス
菌
（
毒
素
型
）

が
あ
る
。
大
腸
菌
Ｏ
‐
157
は
下
痢
原
性
大

腸
菌
食
中
毒
に
属
す
る
。

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
の
病
像
は
、
チ
フ
ス
型
、

急
性
胃
腸
型
、
敗
血
症
型
の
３
型
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
、
最
も
多
い
急
性
胃
腸
炎

型
は
潜
伏
期
間
１
〜
２
日
、
下
痢
（
水
様

便
〜
血
便
）、
腹
痛
、
発
熱
を
主
症
状
と

す
る
。
急
性
胃
腸
炎
型
に
続
発
し
て
発
症

す
る
敗
血
症
型
は
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ

る
。カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
は
、
ウ
シ
、
ヒ
ツ

ジ
、
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
多
く
の
動
物
の
常
在

菌
で
あ
る
。
潜
伏
期
間
は
２
〜
７
日
で
、

下
痢
（
水
様
便
〜
血
便
）、
発
熱
、
腹
痛

を
主
症
状
と
す
る
。
通
常
７
〜
10
日
以
内

に
回
復
す
る
が
、
約
20
％
の
症
例
で
は
入

院
加
療
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
腸
炎
後

に
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
、
あ
る
い
は
フ

ィ
ッ
シ
ャ
ー
症
候
群
を
発
症
し
た
症
例
報

告
が
あ
る
が
、
両
者
の
関
係
お
よ
び
そ
の

発
生
機
序
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な

い
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

は
、
水
性
細
菌
の

一
つ
で
、
魚
介
類

を
原
因
食
と
し
て

７
〜
９
月
に
集
中

し
猛
暑
の
年
に
多

発
す
る
。
潜
伏
期

間
は
５
〜
20
時
間

で
下
痢
（
水
様
便

〜
粘
血
便
）、
腹
痛

を
主
症
状
と
す
る
。

通
常
２
〜
３
日
で

自
然
治
癒
す
る
が
、

軽
い
も
の
か
ら
コ

レ
ラ
様
の
重
症
の

も
の
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、
希
に

脱
水
、
低
血
糖
、
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
よ
り

死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。

下
痢
原
性
大
腸
菌
は
腸
管
毒
素
原
性
大

腸
菌
（
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）、
腸
管
病
原
性
大
腸

菌
（
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）、
腸
管
付
着
性
大
腸
菌

（
Ｅ
Ａ
Ｅ
Ｃ
）、
腸
管
組
織
侵
入
性
大
腸

菌
（
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
）
の
種
類
に
分
離
さ
れ
る
。

大
腸
菌
に
よ
る
食
中
毒
に
は
Ｖ
ｅ
ｒ
ｏ
毒

素
（
Ｖ
Ｔ
１
、
Ｖ
Ｔ
２
）
を
発
生
す
る
Ｅ

Ｈ
Ｅ
Ｃ
の
Ｏ
‐
157
が
最
も
有
名
で
あ
る

が
、
本
菌
以
外
に
も
Ｖ
ｅ
ｒ
ｏ
毒
素
を
産

生
す
る
Ｏ
１
、
Ｏ
26
、
Ｏ
111
な
ど
の
血
清

型
が
存
在
す
る
。
最
終
的
に
は
Ｖ
ｅ
ｒ
ｏ

毒
素
の
検
出
が
必
須
で
あ
る
。

Ｏ
‐
157
を
は
じ
め
と
す
る
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
は

潜
伏
期
間
３
〜
８
日
、初
期
症
状
は
下
痢
、

腹
痛
で
感
染
者
の
50
％
に
血
便
（
出
血
性

大
腸
炎
）
が
み
ら
れ
、
多
く
は
高
熱
に
は

な
ら
な
い
。
出
血
性
大
腸
炎
が
典
型
的
で

重
症
な
症
例
ほ
ど
、
腹
痛
が
極
め
て
強
く
、

便
成
分
を
認
め
な
い
血
性
便
を
示
す
。
下

痢
発
症
後
５
〜
７
日
を
経
過
し
て
溶
血
性

尿
毒
症
症
候
群
（
Ｈ
Ｕ
Ｓ
）
や
脳
症
な
ど

 L E C T U R E

'誌上特別講義　第１回

食 中 毒
石塚義之 助手
（第二内科）

茂籠邦彦 主任
（検査部微生物検査部門）

誌上特別講義　第１回　「食中毒」

年  期 ｠  間  患者数  

1996 8/6～12/31* 1,287*

1997 1/1～12/31 1,941*

1998 1/1～12/31 2,077*

1999 1/1～ 3/31 108*

1999 4/1～12/31 2,849**

2000 1/1～12/31 3,622**

2001 1/1～ 5/27 668**

腸管出血性大腸菌感染症届出数 
（O-157,O1,O26など） 

*厚生省伝染病統計 
**感染症発生動向調査（2001年6月5日現在報告数） 

細
菌
性
食
中
毒

1996年に岡山県邑久町で発生して、その後全国規模で流行が広
がった大腸菌O-157をはじめ、７月から９月にかけて発生件数
がピークとなる食中毒の代表的な症例について解説する。

件数 患者数 死者数 

サルモネラ菌属 824 11868 3

腸炎ビブリオ 664 9339 1

カンピロバクター･ジェジュニ/コリ 493 1802 0

その他の病原性大腸菌 237 2238 0

自然毒（植物性・動物性） 121 377 3

ウイルス（小型球形ウイルス） 116 5216 0

ブドウ球菌 67 736 0

ウエルシュ菌 22 1517 0

その他の細菌 19 50 0

セレウス菌 11 59 0

腸管出血性大腸菌 (VT産生) 8 46 0

化学物質 8 134 0

ボツリヌス菌 3 3 0

エルシニア・エンテロコリチカ 2 2 0

ナグビブリオ 2 4 0

その他・不明 95 1606 0

総数 2692 34997 7

1999年 病因物質別食中毒発生状況 

厚生省食中毒統計より 
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の
腸
管
外
合
併
症
を
き
た
し
や
す
い
。
出

血
性
大
腸
炎
か
ら
Ｈ
Ｕ
Ｓ
に
進
展
す
る
過

程
で
は
、
血
液
の
白
血
球
数
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
が

著
し
く
増
加
す
る
。

Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
は
、
３
類
感
染
症
と
し
て
分

類
さ
れ
て
お
り
、
診
断
し
た
医
師
は
直
ち

に
保
健
所
を
経
由
し
て
都
道
府
県
知
事
に

届
け
出
る
義
務
が
あ
る
。
本
年
２
月
に
は

滋
賀
県
内
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で

「
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
」
を
原
因
食
と
す
る

Ｏ
‐
157
食
中
毒
が
発
生
し
た
（
患
者
数
６

名
、
入
院
２
名
）。
Ｈ
Ｕ
Ｓ
を
発
症
し
た

者
は
な
く
、
患
者
の
潜
伏
期
間
は
平
均
４

日
（
範
囲：

2.5
〜
７
日
）
で
あ
っ
た
。

ブ
ド
ウ
球
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
、
食
品

中
に
多
量
増
殖
し
た
菌
に
よ
っ
て
産
生
さ

れ
た
毒
素
に
よ
っ
て
お
こ
り
、
潜
伏
期
間

は
１
〜
８
時
間
で
激
し
い
嘔
吐
と
腹
痛
が

あ
り
、
下
痢
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
毒
素
は
耐
熱
性
毒
素
で
通
常
の
加
熱

方
法
で
は
分
解
し
な
い
の
で
、
加
熱
処
理

後
の
食
品
で
も
危
険
性
は
変
わ
ら
な
い
。

化
膿
巣
の
あ
る
手
指
で
の
調
理
に
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
は
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素

に
汚
染
さ
れ
た
食
品
の
摂
取
に
よ
っ
て
発

症
し
、
潜
伏
期
間
は
８
〜
40
時
間
、
複
視
、

散
瞳
、
発
声
障
害
、
嚥
下
障
害
や
呼
吸
障

害
な
ど
の
神
経
麻
痺
症
状
が
お
き
、
一
般

的
な
食
中
毒
の
腹
痛
や
下
痢
な
ど
の
消
化

器
症
状
は
現
れ
な
い
。
重
症
例
で
は
弛
緩

性
呼
吸
麻
痺
に
よ
り
死
亡
す
る
。

そ
の
菌
種
に
つ
い
て
は
紙
面
の
関
係
で

省
略
す
る
が
、
夏
本
番
を
む
か
え
急
性
胃

腸
炎
型
の
細
菌
性
下
痢
患
者
が
ピ
ー
ク
と

な
る
が
、
個
人
的
に
は
野
外
活
動
で
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
豚
肉
、
鶏
肉
）
に
よ
る

下
痢
症
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

細
菌
以
外
の
食
中
毒
を
起
こ
す
病
原
体

と
し
て
は
、
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
、

サ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ー
ラ
、
ラ
ン
ブ
ル
鞭
毛
虫

と
い
っ
た
原
虫
類
や
、
カ
リ
シ
ウ
イ
ル
ス

に
代
表
さ
れ
る
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ

Ｒ
Ｓ
Ｖ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
感
染
症
は
、

平
均
６
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、
突
然
大
量

の
水
様
下
痢
と
痙
れ
ん
性
腹
痛
で
始
ま

る
。
症
状
は
１
〜
２
週
間
で
自
然
に
消
失

す
る
が
、
感
染
力
を
有
す
る
オ
ー
シ
ス
ト

が
約
１
カ
月
に
わ
た
っ
て
便
中
に
排
出
さ

れ
、
水
道
水
や
食
品
を
介
し
て
集
団
感
染

を
お
こ
す
場
合
が
あ
る
。
国
内
で
は
、
１

９
９
４
年
に
神
奈
川
県
平
塚
市
で
、
１
９

９
６

年
に
埼
玉
県
越
生
町
で
水
系
集
団

感
染
が
発
生
し
て
い
る
。

サ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ー
ラ
感
染
症
は
、
潜
伏

期
間
は
約
７
日
で
、
初
発
症
状
で
は
ク
リ

プ
ト
ス
ポ
ジ
ウ
ム
感
染
症
と
鑑
別
で
き
な

い
が
、
症
状
が
平
均
６
週
間
持
続
し
、
や

や
遷
延
す
る
傾
向
に
あ
る
。
国
内
発
生
例

は
ま
だ
散
発
性
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
の
帰
国
者
の
下
痢
便
か
ら

検
出
さ
れ
、
輸
入
感
染
症
の
色
彩
が
強
い
。

ラ
ン
ブ
ル
鞭
毛
虫
症
は
、
わ
が
国
で
は

戦
後
衛
生
環
境
の
整
備
と
と
も
に
減
少
し

て
い
た
が
、
近
年
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

潜
伏
期
間
は
２
〜
８
週
間
で
、
激
し
い
水

様
下
痢
の
ほ
か
に
、
胆
道
感
染
に
よ
る
悪

臭
を
と
も
な
う
乳
灰
白
色
の
脂
肪
性
下
痢

を
呈
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
虫

は
い
ず
れ
も
水
道
水
の
通
常
の
塩
素
消
毒

に
非
常
に
抵
抗
性
を
示
す
。
ま
た
、
免
疫

力
が
低
下
し
た
患
者
で
は
感
染
症
が
遷
延

し
重
症
化
し
や
す
い
。

一
方
、
わ
が
国
に
お
け
る
食
中
毒
の
約

20
％
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の

大
部
分
を
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
が
占
め

る
。
以
前
は
実
態
が
不
明
で
あ
っ
た
Ｓ
Ｒ

Ｓ
Ｖ
も
、
現
在
で
は
カ
リ
シ
ウ
イ
ル
ス
科

ノ
ー
ウ
オ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
感
染
源
は
生
ガ
キ
で
寒
期
に

多
発
す
る
。
胃
腸
炎
は
軽
症
で
１
〜
２
日

で
治
癒
す
る
こ
と
が
多
い
。

最
後
に
、
食
中
毒
と
鑑
別
を
要
す
る
感

染
性
腸
炎
に
赤
痢
ア
メ
ー
バ
が
あ
る
。
腹

痛
と
粘
血
性
下
痢
を
認
め
、
肝
膿
瘍
で
発

見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
以
前
は
開
発
途

上
国
か
ら
の
輸
入
感
染
症
の
一
つ
で
あ
っ

た
が
、
最
近
は
海
外
渡
航
歴
の
な
い
男
性

同
性
愛
者
に
罹
患
者
が
多
く
、
性
行
為
に

起
因
す
る
感
染
症
（
Ｓ
Ｔ
Ｄ
）
と
し
て
も

認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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―
先
生
は
た
い
へ
ん
め
ず
ら
し
い
ウ
サ

ギ
を
飼
育
し
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
ね
。

め
ず
ら
し
い
と
言
う
よ
り
貴
重
な
と
言

っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
世
界

中
を
探
し
て
も
滋
賀
医
科
大
学
の
動
物
施

設
に
し
か
い
な
い
ウ
サ
ギ
を
飼
育
し
て
い

ま
す
。

23
年
前
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
二

つ
が
い
の
ウ
サ
ギ
の
子
孫
で
す
が
、
ア
メ

リ
カ
で
は
そ
の
後
こ
の
系
統
の
ウ
サ
ギ
は

途
絶
え
て
し
ま
い
、
現
在
で
は
私
の
と
こ

ろ
に
し
か
い
ま
せ
ん
。

―
な
ぜ
、
そ
の
ウ
サ
ギ
が
貴
重
な
の

で
す
か
。

こ
の
ウ
サ
ギ
が
長
い
年
月
を
か
け
て
作

り
出
さ
れ
た
近
交
系
ウ
サ
ギ
だ
か
ら
で

す
。
同
様
の
ウ
サ
ギ
を
作
り
出
そ
う
と
す

れ
ば
50
年
の
歳
月
が
必
要
で
す
し
、
ま
っ

た
く
同
じ
ウ

サ
ギ
は
二
度

と
作
る
こ
と

は
で
き
ま
せ

ん
。
絶
滅
危

惧
種
の
ウ
サ

ギ
を
保
護
し

て
い
る
よ
う

な
気
持
ち
で

飼
育
し
て
い

ま
す
。

―
近
交
系

ウ
サ
ギ
と
は
ど
の
よ
う
な
ウ
サ
ギ
で
す

か
。一

言
で
言
え
ば
、
兄
妹
交
配
を
20
代
以

上
重
ね
た
ウ
サ
ギ
の
こ
と
で
す
。
同
じ
両

親
か
ら
生
ま
れ
た
ウ
サ
ギ
は
、
外
観
は
い

く
ら
似
て
い
て
も
遺
伝
子
組
成
で
は
50
％

し
か
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
卵
生
双

生
児
の
場
合
に
は
遺
伝
子
組
成
は
ま
っ
た

く
同
じ
で
す
か
ら
遺
伝
子
の
相
似
の
度
合

は
100
％
で
、
こ
の
相
似
度
を
血
縁
係
数

100
％
で
あ
る
と
す
る
と
、
兄
妹
の
血
縁
係

数
は
50
％
と
な
り
ま
す
。

こ
の
兄
妹
を
か
け
合
わ
せ
て
生
ま
れ
た

仔
ウ
サ
ギ
は
共
通
な
50
％
の
遺
伝
子
に
加

え
て
さ
ら
に
共
通
の
遺
伝
子
を
持
つ
こ
と

に
な
り
、
血
縁
係
数
60
％
と
な
り
ま
す
。

兄
妹
交
配
を
代
々
繰
り
返
し
て
い
く
と
血

縁
係
数
は
ど
ん
ど
ん
上
昇
し
て
い
き
、

100
％
に
近
づ
き
ま
す
。
つ
ま
り
遺
伝
子
組

成
が
限
り
な
く
同
一
に
近
づ
く
と
い
う
わ

け
で
す
。
こ
の
操
作
を
近
交
化
と
い
っ

て
、
近
交
化
さ
れ
た
系
統
の
ウ
サ
ギ
を
近

交
系
ウ
サ
ギ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
で
は
国
際
的
に
、
血

縁
係
数
が
99.6
％
を
超
え
た
も
の
、
言
い
換

え
る
と
兄
妹
交
配
を
20
代
以
上
行
っ
た
も

の
を
近
交
系
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
ウ
サ
ギ
で
は
こ
の
よ
う
な
国
際
的

な
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
言
う

と
、
ウ
サ
ギ
の
近
交
化
は
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ

ト
に
比
べ
て
ひ
じ
ょ
う
に
難
し
く
、
20
代

に
わ
た
っ
て
兄
妹
交
配
で
き
た
例
が
ほ
と

ん
ど
な
い
か
ら
で
す
。

―
な
ぜ
ウ
サ
ギ
で
は
近
交
化
が
難
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。

理
由
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ウ
サ
ギ
の
近
交
化
を
手
が
け
た
研
究
者

に
よ
る
と
、
ウ
サ
ギ
は
兄
妹
交
配
を
重
ね

て
い
く
と
10
代
目
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
産
仔

数
が
減
少
し
、
死
産
が
増
え
る
と
と
も
に

い
ろ
い
ろ
な
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な

り
、
20
代
に
達
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
動
物
一
般
に
見
ら
れ

る
近
交
退
化
と
呼
ば
れ
る
現
象
だ
そ
う
で

す
が
、
ウ
サ
ギ
よ
り
さ
ら
に
大
き
な
動
物

で
は
こ
れ
ま
で
近
交
系
動
物
は
で
き
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
先
生
の
ウ
サ
ギ
は
そ
の
希
な
成
功

例
の
一
つ
と
い
う
わ
け
で
す
ね

そ
の
通
り
で
す
。
し
か
し
成
功
さ
せ
た

の
は
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
達
で
、
現
在
そ

の
系
統
を
維
持
し
て
い
る
の
が
私
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

１
９
５
２
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ク
ソ

ン
研
究
所
で
近
交
化
が
開
始
さ
れ
、
３
人

の
研
究
者
の
手
を
経
て
１
９
６
９
年
に
近

交
系
ウ
サ
ギ
の
系
統
と
し
て
完
成
し
ま
し

た
。
私
が
系
統
維
持
を
始
め
た
の
は
１
９

７
８
年
で
、
そ
の
後
今
日
ま
で
の
23
年
間

も
兄
妹
交
配
を
続
け
て
い
ま
す
の
で
、
近

交
化
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

'トピックス

「近交系ウサギ」～感染症研究に果たす役割

動物実験は医学の研究に不可欠であり、従って実験動物は医学の進歩に極め
て重要な役割を果たしているといえる。
滋賀医科大学の動物施設では、世界でもめずらしい実験用ウサギ「近交系ウ
サギ」が飼育されているが、アメリカの研究所から譲り受けたこのウサギを長
年飼育して、感染症研究に取り組んできた微生物学講座の瀬戸昭教授にお話を
うかがった。

兄
妹
交
配
を
20
代
以
上
繰
り
返
し
た
希
少
な
実
験
用
ウ
サ
ギ

微生物学講座　教授

―瀬戸　昭―
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―
近
交
系
ウ
サ
ギ
を
作
り
出
す
こ
と

が
た
い
へ
ん
な
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
が
、
そ
の
よ
う
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て

ま
で
、
ど
う
し
て
近
交
系
ウ
サ
ギ
が
必

要
な
の
で
す
か
。

動
物
を
用
い
た
医
学
研
究
で
は
、
正

常
な
動
物
に
何
ら
か
の
処
置
を
ほ
ど
こ

し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
生
体
の
反
応
を

観
察
し
ま
す
。
た
と
え
ば
新
た
に
開
発

し
た
ワ
ク
チ
ン
を
ウ
サ
ギ
に
接
種
し
て

効
果
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
遺

伝
的
に
整
一
で
な
い
一
群
の
ウ
サ
ギ
を

用
い
る
と
、
ウ
サ
ギ
個
体
間
で
反
応
の

ば
ら
つ
き
が
大
き
く
な
り
、
効
果
を
正

し
く
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
反
応
を
解
析
し
よ
う
と
し
て
も

遺
伝
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
違
い
が

障
害
と
な
っ
て
十
分
な
解
析
が
で
き
ま

せ
ん
。

ま
た
、
近
交
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

特
定
の
病
気
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
発
症

す
る
系
統
や
、
し
に
く
い
系
統
を
作
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
系
統
の
動

物
を
使
っ
て
ヒ
ト
の
病
気
の
研
究
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
系
統
が
あ
る
マ
ウ
ス
や

ラ
ッ
ト
で
は
、
生
ま
れ
つ
き
糖
尿
病
に

な
り
や
す
い
系
統
、
白
血
病
に
な
り
や

す
い
系
統
、
て
ん
か
ん
発
作
を
起
こ
し

や
す
い
系
統
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
ヒ
ト
の
病
気
の
モ
デ
ル
動
物
と

し
て
研
究
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
ど
う
し
て
近
交
系
の
系
統
が
た
く

さ
ん
あ
る
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
で
は
な
く

て
、
ウ
サ
ギ
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

す
か
。

医
学
研
究
で
は
動
物
種
の
選
択
が
ひ

じ
ょ
う
に
重
要
で
す
。
選
ん
だ
動
物
種

に
よ
っ
て
研
究
が
大
き
く
制
約
を
受
け

る
か
ら
で
す
。
研
究
テ
ー
マ
に
よ
っ
て

は
特
定
の
動
物
種
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合

そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
種
を
用
い
る
利
点
と

欠
点
を
考
慮
し
た
う
え
で
決
定
し
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
症
の
研
究
で

は
、
感
染
し
な
い
動
物
種
を
使
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

利
点
と
欠
点
は
ど
の
動
物
に
も
あ
り

ま
す
が
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合

マ
ウ
ス
が
決
定
的
に
利
点
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
研
究
の
途
中
で
動
物
種
を
変

え
た
ほ
う
が
有
利
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
一
度
実
験
が
ス
タ
ー

ト
す
る
と
、
途
中
で
不
都
合
が
生
じ
た

と
し
て
も
動
物
種
を
変
更
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
に

蓄
積
し
た
試
薬
や
デ
ー
タ
を
捨
て
て
、

ゼ
ロ
か
ら
の
再
出
発
に
な
る
か
ら
で
す
。

―
先
生
は
な
ぜ
ウ
サ
ギ
を
選
ば
れ
た

の
で
す
か
。

私
が
ウ
サ
ギ
を
用
い
て
研
究
を
始
め

た
の
は
も
う
35
年
も
前
の
こ
と
で
、
ウ

近
交
化
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
ヒ
ト
の
病
気
の
モ
デ
ル
動
物

サ
ギ
の
抗
体
産
生
で
発
見
さ
れ
た
重
要

な
現
象
を
解
析
す
る
た
め
で
し
た
。
こ

の
研
究
テ
ー
マ
は
留
学
先
の
先
生
に
与

え
ら
れ
た
も
の
で
し
た
し
、
こ
れ
は
ウ
サ

ギ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
現
象
で
し
た
。

帰
国
後
も
こ
の
研
究
テ
ー
マ
を
続
け
ま

し
た
が
、
近
交
系
ウ
サ
ギ
を
用
い
な
け

れ
ば
実
験
の
で
き
な
い
問
題
に
ぶ
つ
か

り
、
近
交
系
ウ
サ
ギ
を
ア
メ
リ
カ
か
ら

輸
入
す
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。

―
現
在
は
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
研

究
を
さ
れ
て
い
る

と
う
か
が
い
ま
し

た
が
。

私
が
留
学
か
ら

帰
国
し
て
ま
も
な

く
、
教
室
に
新
し

い
教
授
が
着
任
さ

れ
、
こ
の
教
授
の

専
門
が
癌
ウ
イ
ル

ス
学
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
私
自
身
は

二
足
の
わ
ら
じ
で

研
究
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

幸
い
ウ
サ
ギ
に
は
古
く
か
ら
パ
ピ
ロ
マ

ウ
イ
ル
ス
と
呼
ば
れ
る
癌
ウ
イ
ル
ス
が

知
ら
れ
て
い
て
、
私
の
専
門
の
免
疫
学

的
立
場
か
ら
も
ひ
じ
ょ
う
に
興
味
の
あ

る
問
題
が
未
解
決
で
残
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
近
交
系
ウ
サ
ギ
は
こ
の
問
題
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。

滋賀医科大学で飼育されている近交系ウサギ

期
待
さ
れ
る
免
疫
不
全
症
の
研
究
へ
の
利
用

―
先
生
が
興
味
を
持
た
れ
た
問
題
と

は
ど
ん
な
問
題
で
し
ょ
う
か
。

パ
ピ
ロ
マ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
の
は
「
い

ぼ
」
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
で
す
。「
い
ぼ
」

は
治
療
し
な
く
て
も
い
つ
の
間
に
か
自
然
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に
治
っ
て
し
ま
う
場
合
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
同
じ
こ
と
が
ウ
サ
ギ
の
「
い
ぼ
」
ウ

イ
ル
ス
感
染
で
も
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
ふ

つ
う
の
ウ
サ
ギ
で
す
と
自
然
に
治
る
ウ
サ

ギ
と
治
ら
な
い
ウ
サ
ギ
が
い
て
、
な
ぜ
す

べ
て
の
ウ
サ
ギ
で
同
じ
よ
う
に
な
ら
な
い

の
か
は
不
明
だ
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
興

味
を
ひ
い
た
の
は
こ
の
問
題
で
し
た
。

―
近
交
系
ウ
サ
ギ
は
遺
伝
的
に
整
一

な
わ
け
で
す
か
ら
、
パ
ピ
ロ
マ
ウ
イ
ル

ス
感
染
に
対
す
る
反
応
も
み
ん
な
同
じ

は
ず
で
す
ね
。

私
の
ウ
サ
ギ
で
は
自
然
治
癒
す
る
も
の

は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

か
ら
、
こ
の
ウ
サ
ギ
に
い
ろ
い
ろ
な
ワ
ク

チ
ン
を
試
み
て
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
を
探
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
最
近
に
な
っ
て
よ

う
や
く
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
見
つ
か
り
、

現
在
は
こ
の
ワ
ク
チ
ン
が
ど
う
し
て
有
効

に
働
く
の
か
を
調
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
自
然
治
癒
の
可
能
性
の
あ
る
ふ
つ
う

の
ウ
サ
ギ
を
使
っ
て
い
た
の
で
は
、
こ
の

ワ
ク
チ
ン
が
ほ
ん
と
う
に
有
効
か
ど
う
か

は
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

―
ウ
サ
ギ
の
「
い
ぼ
」
ワ
ク
チ
ン
の

研
究
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
か
れ
る
お
つ
も
り
で
す
か
。

ウ
サ
ギ
の
「
い
ぼ
」
は
自
然
治
癒
し
な

い
場
合
、
こ
れ
を
放
置
す
る
と
半
年
か
ら

一
年
あ
ま
り
で
癌
に
な
り
ま
す
が
、
ヒ
ト

の
「
い
ぼ
」
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
良
性
で

癌
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
ヒ
ト
の
パ
ピ
ロ
マ
ウ
イ
ル
ス
の
中

に
は
子
宮
膣
部
の
粘
膜
に
感
染
し
て
前
癌

病
変
を
誘
発
し
、
こ
れ
が
癌
化
し
て
子
宮

頚
癌
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
型

の
パ
ピ
ロ
マ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
は
ワ
ク

チ
ン
開
発
が
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。
私
の
ウ
サ
ギ
が
こ
の
ワ
ク
チ
ン
開
発

に
役
立
て
ば
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。―

そ
れ
以
外
に
近
交
系
ウ
サ
ギ
が
モ

デ
ル
動
物
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例

は
あ
り
ま
す
か
。

20
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
が
、
日
本
で

成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
が
発
見
さ

れ
た
と
き
、
こ
の
白
血
病
の
モ
デ
ル
と
な

る
動
物
探
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
マ
ウ
ス

や
ラ
ッ
ト
と
比
べ
て
、
ウ
サ
ギ
は
こ
の
ウ

イ
ル
ス
に
ひ
じ
ょ
う
に
感
染
し
や
す
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
近
交
系
ウ
サ
ギ
な
ら
ば
あ

る
い
は
白
血
病
の
発
症
に
ま
で
い
た
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
と
こ

ろ
に
実
験
依
頼
が
き
ま
し
た
。
ウ
サ
ギ
の

繁
殖
が
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
た

と
こ
ろ
で
、
論
文
も
ま
だ
発
表
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
ど
う
し
て
探
し
当
て
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
と
意
外
で
し
た
。
さ
ら
に
実

験
の
結
果
、
ウ
サ
ギ
が
白
血
病
を
発
症
し

た
と
き
に
は
ほ
ん
と
う
に
驚
き
ま
し
た
。

こ
の
ウ
サ
ギ
の
有
用
性
が
思
い
が
け
な

い
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
も

う
一
度
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ウ
サ
ギ
に
単

純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
の
弱
毒
株
を
注
射

し
て
免
疫
反
応
を
み
て
い
た
と
き
に
、
ウ

サ
ギ
が
痙
れ
ん
発
作
を
起
こ
し
て
死
亡
す

る
こ
と
が
あ
る
の
に
気
付
き
ま
し
た
。
単

純
ヘ
ル
ペ
ス
は
私
達
の
ほ
と
ん
ど
が
潜
伏

感
染
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
で
、
疲
労
し
た

と
き
に
口
内
炎
を
起
こ
し
た
り
、
口
唇
に

水
疱
を
作
っ
た
り
す
る
ウ
イ
ル
ス
で
、
通

常
は
恐
い
ウ
イ
ル
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

死
亡
し
た
ウ
サ
ギ
は
ヒ
ト
で
も
希
に
見
ら

れ
る
ヘ
ル
ペ
ス
脳
炎
を
起
こ
し
て
い
た
の

で
す
。
ふ
つ
う
の
ウ
サ
ギ
で
は
こ
ん
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
近
交
系
ウ
サ
ギ
は
今
後
ど
ん
な
研

究
に
役
立
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

パ
ピ
ロ
マ
ウ
イ
ル
ス
、
成

人
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル

ス
、
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、

近
交
系
ウ
サ
ギ
の
応
答
が

ふ
つ
う
の
ウ
サ
ギ
と
は
違
う

こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
わ
け

で
す
。

今
後
は
ど
の
よ
う
に
し

て
や
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
感
染

に
対
し
て
抵
抗
力
の
弱
い

こ
の
ウ
サ
ギ
に
抵
抗
力
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
ふ
つ
う
の
ウ
サ
ギ
に
は

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
こ
の
ウ

サ
ギ
に
は
無
効
だ
と
す
れ

ば
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と

い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
ヒ
ト
の
感
染
症
の
中
で
最
も
緊
急

を
要
す
る
問
題
は
何
と
言
っ
て
も
エ
イ
ズ

（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
で
す
。
世

界
中
で
五
千
万
人
の
感
染
者
が
い
る
と
言

わ
れ
、
未
だ
に
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に

成
功
し
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
。

生
ま
れ
つ
き
抵
抗
力
の
弱
い
こ
の
近
交

系
ウ
サ
ギ
が
、
エ
イ
ズ
患
者
を
含
め
た
感

染
症
に
か
か
り
や
す
い
免
疫
不
全
の
人
々

の
た
め
に
、
役
立
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

アメリカの野ウサギ（ワタオノウサギ）のあいだで伝播する「いぼ」。表面が角質

化して角のように見える。なお、この写真はウサギ用ネックレスをはめて撮影され

たものです。
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　この度、思いがけなくも、一般応募者の中より経営

改善担当副病院長を拝命し、その責任の重大さをひし

ひしと感じていますが、選ばれた以上は全力を尽くす

所存でありますので、皆様方のご協力とご支援をお願

い申し上げます。 

　私は昭和 39年３月大阪大学経済学部を卒業後、34

年間を藤沢薬品工業株式会社の主に管理部門で過ごし、

あと２年あまりは京都市内の医療法人洛和会の医薬品・

診療材料と在宅介護サービス、病院内サービスを扱う

部門で仕事をしてきました。しばらくブランクはあり

ましたが、この度の本学の先進的な考えと意気込みに

感銘し、人生ラストチャンスとして是非ともお役に立

ちたいと応募させていただいた次第です。 

　本病院の経営状態について、これからお話をお聞き

する段階であり、経営改善の方策について今申し上げ

ることはできませんが、現在感じている点について少

し申し上げたいと思います。 

　まず、病院は社会的使命を帯びた高度技術集団であり、

大学病院となると高度先進医療の場として地域に対す

る重要性は今も将来も変わらないと思います。しかし、

一方経営体として捉えますと、非常に固定費比率の高い、

いわば腰高の経営体であるといえます。メーカーのよ

うにヒット商品を一つ出せば今までの数倍の収入と収

益を得るといったことはない世界であり、経営採算・

改善となると、まずは固定費用削減策を幅広く全部門

で展開することが先決ではないかと考えています。 

　また多くの企業は、かつての総合化、多角化のツケ

として巨大な不良債権や不良債務を抱えることになり、

今や規模の拡大を捨て利益確保のため魅力的で儲かる

部門に人や資金を特化する戦略に転換しています。 

　つまり、今や「止めるものを選択する」時代である

といえます。業務改善を進める場合も、現在の業務の

問題点を洗い出して改善するやり方は、良くて 10～

15％の改善度と言われています。 

　まずは「今の仕事を止められないか」、次に「やり

方や実施サイクルを変えることにより、半分のコスト

にできないか」といった大胆な発想でルーチン業務を

見直し、これによって生じた余裕時間を戦略的業務に

振り分けてはいかがでしょうか。 

　さらに、病院経営改善のためには、経営の現況を明

確にして、職員全てが共通の認識を持つことが大切だ

と思います。病院全体及び診療科・病床別損益の状況

を月次に把握し、フォローできる体制を確立することで、

利益を生む部門への人、資金の重点化等が明確になっ

てくると思われます。 

　最後に、やはり「経営採算が採れ、明るく、生き生

きとした患者さん重視の開かれた病院づくり」に励み

たいと考えております。皆様からのご意見・提案など

をお待ちしております。 

副病院長（経営改善担当）を民間から登用 

　滋賀医科大学医学部附属病院では、外部・民間の視点を
加えた経営改善の推進と運営の透明化を図るため、会社経
営の経験者や経済に詳しい人を副病院長（経営改善担当）
として一般から公募していましたが、６月１日に９人の応
募者の中から、医療法人において病院経営の経験のある
奥 信（おく まこと）氏（62歳）を任命しました。 
　国立大学病院としては初めての民間から登用した副病院
長が誕生しました。 
　４月より学内措置で設置されている「経営改善企画室」
とともに、病院経営の改善を推進するための取り組みに期
待が寄せられています。 

副病院長就任にあたって 
奥　信 

S U M S  I N F O R M A T I O N

経
営
改
善
企
画
室
の
取
り
組
み
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る



滋賀医科大学公開講座の開催について 

第2 7回　若鮎祭開催について 

　滋賀医科大学では、来る10月 11日（木）、18

日（木）及び25日（木）に、開かれた大学及び地域

社会との連携を目指し、本年度第２回目の公開講座

を実施いたします。 

　従前まで、本学の施設で開催してまいりましたが、

受講者の方の便宜を図るため、平日の午後６時から

草津駅西口の草津市立勤労福祉センターで開催する

予定です。 

　詳細は後日お知らせいたしますが、以下のテーマ

について医学的知識をわかりやすく解説いたします。

皆様のご来場をお待ちいたしております。 

S U M S 　 I N F O R M A T I O N

　滋賀医科大学では、来る10月27日（土）、28日

（日）に、「21世紀の滋賀医大の医療」をメインテー

マとして学園祭（若鮎祭）が開催されます。 

　若鮎祭とは、初夏に琵琶湖から威勢よく河川を遡

上する若鮎の姿を、本学の学生の姿に例えて命名さ

れたものです。 

　本学では、常日頃より地域医療への貢献を大きな

柱として、医学分野における情報発信源としてあり

続けるよう努力しています。今年はその取り組みの

一環として若鮎祭を位置付け、地域の方々との交流

を深め、滋賀医科大学の姿を皆さんに知っていただ

こうと考えています。 

　そのため「21世紀の滋賀医大の医療」というテー

マを掲げて、滋賀医大が今後どのように進もうとし

ているかという未来像を、学生だけでなく、地域の方々

に広く的確に知っていただく企画を準備しています。 

　期間中、特設水上ステージでの数々の催しや各ク

ラブ出展の模擬店、文化部作品の展示及び地域の方々

を交えた球技大会など、楽しい催しも盛りだくさん

行われます。 

　詳細は後日お知らせいたしますが、皆様お誘い合

わせの上、お気軽にご来学ください。 

昨年の若鮎祭から～模擬店、水上特設ステージ、展示風景 

コーディネーター 
本学　福祉保健医学講座　上島　弘嗣　　教授 
 放射線医学講座　　村田　喜代史　教授 

10月11日（木）　「血管の老化予防と治療」 

10月18日（木）　「骨の老化予防と治療」 

10月25日（木）　「細胞の老化予防は可能か」 
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